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密
か
に
「
ふ

ん
ど
し
」
ブ
ー

ム
が
起
き
て
い

る
ら
し
い
。
業

界
が
ダ
サ
い
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
よ
う
と
尽
力
し
、
お
洒

落
な
デ
ザ
イ
ン
の
ふ
ん
ど
し

を
販
売
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通

じ
て
広
が
り
、
こ
こ
数
年
で

売
上
が
伸
び
た
そ
う
だ
。

　

ふ
ん
ど
し
は
日
本
人
に
な

じ
み
深
い
も
の
だ
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
古
墳
時
代
に
は

ふ
ん
ど
し
を
ま
と
っ
た
埴
輪

が
つ
く
ら
れ
た
。
江
戸
時
代

に
は
庶
民
に
普
及
し
、
男
た

ち
は
た
く
し
上
げ
た
着
物
の

裾
か
ら
ふ
ん
ど
し
を
露
出
し

仕
事
に
励
む
の
が
当
た
り
前

だ
っ
た
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
欧
米

化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
ふ

ん
ど
し
は
人
々
の
生
活
か
ら

消
え
て
い
っ
た
。
現
在
で

は
、
お
祭
り
や
伝
統
行
事
以

外
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る

こ
と
は
な
い
。
捲
土
重
来
と

な
る
か
は
知
ら
ぬ
が
、
若
者

が
ふ
ん
ど
し
を
締
め
る
と
は

流
行
と
は
面
白
い
も
の
だ
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
街
に
は
人
が
戻
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
未
だ
感
染
者

は
出
続
け
て
い
る
。
ま
だ
事

態
は
終
息
し
て
い
な
い
。
私

た
ち
も
ふ
ん
ど
し
を
締
め
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

（
Ｙ
）

　大阪府はコロナ禍において自主休業などによ
り売り上げが減少した事業者に対する支援金を
設けている。申請締め切りは６月30日。
【支給額】個人事業主：１事業所25万円（２
カ所以上で50万円）／法人：１事業所50万円
（２カ所以上で100万円）【対象】▽令和２年
３月末日時点で府内に事業所を有している▽令
和２年４月または４月・５月の平均売上が前年
同期間比で50％以上減少した――をすべて満
たしていること。
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急
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急

６月30日申請〆切
大阪府休業要請外支援金

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内
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1111
月
実
施
の
中
止
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要
請

月
実
施
の
中
止
を
要
請

「大阪都」「大阪都」
構　 想構　 想

　

両
氏
は
会
見
後
、
大
阪
市

副
首
都
推
進
局
に
対
し
、
吉

村
洋
文
大
阪
府
知
事
と
松
井

一
郎
大
阪
市
長
宛
に
「
住
民

投
票
の
中
止
を
求
め
る
要
望

書
」
を
提
出
し
た
。

解
説都

構
想
よ
り

医
療
支
援
を

　

「
二
重
行
政
の
解
消
」
を

掲
げ
維
新
府
政
が
進
め
て
き

た
「
改
革
」
の
問
題
点
が
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

維
新
は
住
吉
市
民
病
院
を

廃
止
し
、
保
健
所
の
人
員
削

減
を
加
速
さ
せ
て
き
た
。
大

阪
市
の
保
健
所
は
１
カ
所
の

み
と
な
り
、
感
染
拡
大
に
よ

り
そ
の
１
カ
所
に
検
査
要
請

や
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
医
療

機
関
の
大
幅
な
減
収
を
明
ら

か
に
し
た
協
会
調
査
を
示

し
、「
医
療
機
関
の
経
営
は

ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
あ
り
、

支
援
が
な
い
ま
ま
第
二
波
が

起
こ
れ
ば
地
域
の
医
療
提
供

体
制
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

経
済
の
底
が
抜
け
府
民
生
活

が
落
ち
込
め
ば
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
る
受
診
抑
制
が
深

刻
化
し
か
ね
な
い
。
住
民
投

票
は
不
要
不
急
で
あ
り
、
府

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

こ
と
を
第
一
に
考
え
て
欲
し

い
」
と
訴
え
た
。

材
料
、
公
衆
衛
生
の
拠
点
と

な
る
保
健
所
機
能
の
充
実
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
病
床
確

保
な
ど
課
題
は
山
積
み
だ
。

住
民
投
票
を
強
行
す
る
の
で

は
な
く
、（
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
）
第
二
波
に
向
け

た
対
策
に
一
丸
と
な
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
し
、
財
政
や

マ
ン
パ
ワ
ー
を
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
注
ぐ
よ
う
訴
え
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
、「
府
民

は
都
構
想
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。
制
度
に
つ
い
て
十
分
周

知
が
で
き
て
お
ら
ず
議
論
も

進
ん
で
い
な
い
」
と
強
調
。

　

会
見
で
高
本
医
科
協
会
理

事
長
は
、「
不
足
す
る
衛
生

た
。
元
知
事
の
橋
下
徹
氏
も

自
身
の
首
長
時
代
を
振
り
返

り
「
徹
底
的
な
改
革
を
断
行

し
、
有
事
の
今
、
現
場
を
疲

弊
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
発
言
。「
改
革
」
の

誤
り
を
認
め
た
。

　

「
大
阪
都
」
構
想
は
、
大

阪
市
を
特
別
区
に
解
体
す
る

こ
と
で
そ
の
豊
か
な
財
源
と

政
令
市
と
し
て
の
権
限
を
大

阪
府
が
奪
い
取
り
、
カ
ジ
ノ

Ｉ
Ｒ
を
中
心
と
し
た
大
型
開

発
に
注
ぎ
込
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
都
構
想
が
実

現
す
れ
ば
医
療
は
さ
ら
な
る

後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

今
必
要
な
の
は
都
構
想
で

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
充

実
だ
。
協
会
は
都
構
想
に
反

対
し
、
医
療
機
関
へ
の
補
償

と
コ
ロ
ナ
対
策
の
拡
充
を
求

め
て
い
く
。

―
―
「
公
立
・
公
的
病
院
等

の
再
編
統
合
」
と
は
ど
の
よ

う
な
計
画
か
？

　

計
画
は
医
療
費
の
抑
制
が

狙
い
だ
。
背
景
に
は
少
子
高

齢
化
社
会
が
あ
る
。
国
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
と
、
85
歳

以
上
が
高
齢
人
口
の
３
割
に

達
す
る
40
年
の
二
つ
を
ヤ
マ

場
に
設
定
し
て
い
る
。
こ
の

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
で

き
る
医
療
体
制
を
確
立
し
よ

う
と
、
14
年
に
「
地
域
医
療

構
想
」
を
制
度
化
し
た
。
病

院
全
体
を
再
編
統
合
し
、
25

年
ま
で
に
病
床
を
必
要
量
ま

で
減
ら
す
計
画
だ
。

い
。
そ
う
し
た
中
、
日
本
医

師
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
昨

年
７
月
に
報
告
書
を
ま
と

め
、
税
金
で
補
助
さ
れ
て
い

る
公
立
・
公
的
病
院
は
職
員

の
給
与
比
率
が
高
く
、
効
率

が
悪
い
と
し
、
暗
に
、
病
床

を
減
ら
す
な
ら
公
立
・
公
的

病
院
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
た
。
厚
労
省
は
そ
の

約
２
カ
月
後
に
突
然
、
４
２

４
の
公
立
・
公
的
病
院
を
対

象
に
し
た
再
編
統
合
の
計
画

を
公
表
し
た
の
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
診
療
実
績

と
、
近
距
離
に
類
似
す
る
病

院
の
有
無
の
２
点
で
分
析
さ

れ
た
４
２
４
の
病
院
の
再
編

統
合
の
検
討
を
調
整
会
議
に

　

厚
生
労
働
省
は
構
想
区
域

ご
と
に
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
を
設
置
さ
せ
議
論
を
促

し
た
が
、
病
床
数
を
減
ら
せ

ば
、
病
院
の
収
入
は
減
る
た

め
、
思
う
よ
う
に
は
進
ま
な

求
め
る
も
の
だ
。
高
度
急
性

期
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢

性
期
―
―
と
い
う
四
つ
の
病

床
の
う
ち
、
高
度
な
医
療
機

器
や
１
人
当
た
り
に
多
く
の

医
療
従
事
者
を
必
要
と
す
る

急
性
期
は
国
の
医
療
費
負
担

も
大
き
い
。
急
性
期
を
減
ら

し
た
分
、
慢
性
期
に
回
す
仕

組
み
で
あ
る
。

　

一
方
、
例
え
ば
国
立
病
院

で
は
、
独
立
行
政
法
人
化
に

よ
っ
て
採
算
性
や
効
率
化
重

視
の
経
営
が
進
み
、
不
採
算

の
病
院
や
病
床
を
抱
え
た
く

な
い
と
い
う
萎
縮
傾
向
に
あ

る
。
少
子
高
齢
化
の
現
実
を

前
に
、
民
間
が
生
き
残
る
に

は
公
立
・
公
的
病
院
の
役
割

を
限
定
的
に
し
た
い
と
い
う

医
師
会
の
要
求
と
公
立
・
公

的
病
院
側
の
萎
縮
は
、
医
療

費
を
抑
制
し
た
い
国
に
都
合

が
い
い
と
言
え
る
。

―
―
地
方
の
反
応
は
？

　

当
然
、
反
発
が
あ
る
。
病

院
が
な
く
な
れ
ば
、
患
者
や

高
齢
者
が
困
る
と
い
う
単
純

な
問
題
で
は
な
い
。
首
長

は
、
地
域
が
消
滅
す
る
危
機

的
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
国
の
分
析
項
目
に
あ
る

よ
う
に
、
車
で
20
分
の
距
離

に
別
の
病
院
が
あ
る
と
い
っ

て
も
、
高
齢
者
の
運
転
は
危

険
で
あ
る
。
病
院
を
経
由
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は

自
治
体
が
費
用
を
持
ち
出
し

て
い
る
。

　

人
の
命
の
重
さ
は
ど
こ
で

も
一
緒
で
、
同
じ
医
療
を
受

け
ら
れ
る
の
が
皆
保
険
の
原

則
だ
。
だ
か
ら
み
ん
な
が
保

険
料
を
払
う
。
し
か
し
、
再

編
統
合
が
進
め
ば
、
地
域
間

で
医
療
格
差
が
生
じ
、
救
急

医
療
に
た
ど
り
着
け
る
人
と

た
ど
り
着
け
な
い
人
が
出
て

く
る
。
こ
れ
ま
で
、
国
保
病

院
や
市
町
村
病
院
に
か
か

り
、
病
状
に
よ
っ
て
は
大
学

病
院
や
県
立
病
院
に
紹
介
し

た
り
転
院
さ
せ
た
り
し
て
い

た
が
、
そ
の
第
一
歩
の
地
域

の
病
院
が
な
く
な
る
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
種
類
の

病
床
を
抱
え
た
病
院
が
複
数

あ
る
偏
在
は
解
消
す
べ
き

だ
。
科
と
病
床
の
種
類
や
数

の
基
準
を
定
め
、
過
不
足
な

く
設
置
し
、
医
師
を
確
保
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な

く
、
病
床
減
あ
り
き
、
効
率

優
先
の
地
域
医
療
構
想
に
は

反
対
だ
。 

（
つ
づ
く
）

　

小
澤
力
理
事
長
と
高
本
英
司
医
科
協
会
理
事
長
は
８
日
、

大
阪
府
庁
で
会
見
を
開
き
、
11
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
る

「
大
阪
都
」
構
想
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
中
止
す
る
よ

う
訴
え
た
。
両
氏
は
住
民
投
票
は
不
要
不
急
だ
と
し
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
全
力
を
尽
く
す
よ
う
大
阪
府
・
市
に
求
め
て
い

る
。
会
見
に
は
毎
日
放
送
の
ほ
か
、
多
数
の
報
道
関
係
者
が

詰
め
か
け
た
。

　

政
府
は
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合
の
計
画
を
進
め

て
い
る
。
医
療
や
福
祉
予
算
を
切
り
詰
め
た
結
果
、
医
療

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し

た
。
再
編
計
画
は
適
切
な
の
か
。
全
日
本
国
立
医
療
労
働

組
合
の
香
月
直
之
委
員
長
に
話
を
聞
い
た
。

住民投票の中止を訴える小澤力（右）・高本英司（左）
両理事長＝８日、大阪府庁　　 　　　　　　　　　　

厚労省が再編・統合を求める10病院
【大阪】

大阪市立弘済院附属病院、仙養会北摂総合病
院、市立藤井寺市民病院、富田林病院、済生
会支部大阪府済生会新泉南病院、和泉市立病
院、生長会阪南市民病院、健保連大阪中央病
院、高槻赤十字病院、市立柏原病院
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国
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医
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労
働
組
合
委
員
長　
　

全
日
本
国
立
医
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労
働
組
合
委
員
長　
　

香
月
直
之

香
月
直
之

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、適
切
か

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、適
切
か

病
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再
編
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